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序論─カントの演繹的行為規範学（8)























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(384) Kant, praktische Vernunft, S. 122-123.
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































に置いているものだけである」（Kant, reineVernunft (A), Vorrede XVIII）。
経験的認識とそれの客体の客観的・必然的な一致は，そうさせるための
ア・プリオリな認識源泉（空間と時間の形式）が，対象をア・プリポリな
概念によって結合できるように配しておかなければ，できるものではない。
このような思考様式が正しいとされる以外に，果たして懐疑論を克服する
道はあるのだろうか(418)。また実際に，現在の自然科学（経験科学）はこ
のようなカントの思考様式を正しくないとしながら，何か別の道に随って
認識と客体の不一致（確実な対象認識の不存在）という，理論的には重大
な懐疑を排除し終えているのであろうか(419)。
(417) それゆえ他のカテゴリー（実体と偶有性・相互作用）による認識と同様に，
原因と結果のそれによる認識も，我々は経験が与えるのを待つというよりは，悟性
が現象のうちにこのカテゴリーで把握できる（それゆえ必然的関係において結合で
きる）表象を自
・
発
・
的
・
に
・
探し出し，そして産出的構想力による綜合的な統一を通して，
経験的認識を創り出すのである。我々が三種のカテゴリーによってこのような仕方
で経験（経験的認識）を成立させている事情は，思惟様式の省察によって一致して
確認しあえるのではないか（この点の詳細は坂本「構想（2）」（前掲注2参照）
318-324頁，332頁以下参照）。
(418) この点に関する詳細は坂本「構想（2）」（前掲注2参照）335頁以下，および
注79参照。
(419) いうまでもなく，もし自然科学者（経験科学者）がかかる懐疑を排除するこ
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もちろん，自然科学者（経験科学者）がカントの前述した理論に，その
学に対する懐疑の解消について功績を認めていようがいまいが，実践的自
由に関する学に対してこの理論は，大きな展望を開かせるものである。な
ぜならそれは，自由を認識させない経験的世界（感性界）とは別の事物そ
れ自体の世界（悟性界）について，それが「ないとはいえない」とする蓋
然性を認めさせることにより，我々の純粋実践理性をこの後者の世界に属
すると位置付けうるようにし，そしてこの理性がそこでは自立したそれ自
体で普遍的妥当性をもつ道徳的法則について着想できるとの前提の下で，
我々に自己の実践的自由の能力があるか内面的自己確認を迫りうる緻密な
「自由の理念」の形成（実践的自由に関する学の土台形成）へと向かわせ
たのだからである。
我々はこの能力の存否について，いま自己確認に基づく答えを出さなけ
ればならないのであるが，結論に至る確かな目途はいまやもう身近にもっ
ている。我々は，学問の深遠にまで至ろうとする気をなくさせる懐疑論に
微塵も染まることなく，逆にその撃退を自己の使命の一つとしてきたこの
哲学者の姿勢に，真の尊敬を感じはしないだろうか。その姿勢は感性界で
の生の必要がもたせたものではなく，道徳的法則が哲学者（道徳形而上学
者）としてのカントに，それが義務だと教えたから進んで身に着けたもの
であり，我々はその点を確信するからこそ尊敬を抱くのであろう。そうで
あれば，哲学者（道徳形而上学者）として演繹により到達した「自由の理
念」が，この人の「生き方」と寸分違わず合一しているのを誰が認めない
だろうか。このような高貴な人が説く，すべての尊敬の源はア・プリオリ
に着想される道徳的法則にあるとする気高い理念には，我々が省みて肯ん
じえないどんな虚偽や妄想も含まれているはずがないのであり，それゆえ
我々の内に自ずと浮かび出るはずの答えは，もはや明らかであるだろう。
となしに，自己の学問こそ絶対的正当性を有する唯一のものであると主張するとす
れば，それは不合理との評価を甘受しなければならない言明となるであろう。
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